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蜇
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岡
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問
題
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問
題
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れ
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12 )] / 32i210 31,080 1,140

昭和2 2卬 2 月 31,300 30,250 1,050
5 )1 32,460 31,710 750

: 8 月 35,220 34,610、 470
r 11 jj 35,870 35,560 310
昭和 23 4r: 2 月 ，32,820 32,460 ' 360

5 )} 35,190 35,010 180
8 ；] 35,820 . 35,660 160

11 H 37,150 36,910 240 '
昭和2 4句し2 J] 35:110 34,66p 460

’ 5 H 36,730 36,29(] 、 440
8 ；J 37,580 37,580, 350 .

1 1 月 ’ 37,920 37,590 330
昭ネn 25部 、1 H 33,930 33,520 400
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、 4 n 35,910 ,35,410 500
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。
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な
い
。
勿
論
こ
の
勞
働
カ
人
ロ
の
な
か
に
勞
働
カ
人
旧
は
業
主
と
家
族
從
業
者
と
雇
用
漭
と
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
•慨
り
に
失
業
衆
數

-
を
质
用
激
數
に
國
比
し
て
み
る
と
-
—

屈
用
裳
數
を
勞
働
カ
人
»
の
大
體
三
分
の
一
と
考
え
れ
ば
-
-
そ
の
割
合
はj

割
を
少
し
越
え
る

ビ
と
と
な
る
。
失
業
率
の
計
撕
と
し
て
は
む
ろ
ん
過
大
評
偎
と
な
る
ヒ
の
ょ
ぅ
な
概
鮮
を
し
て
.も
、
な
お
戗
か
に
そ
れ
が
一
割
餘
り
に
過 

ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
、の
ょ
ぅ
な
狀
態
で
も
、
旣
に
經
驗
さ
れ
て
來
た
諸
外
國
の
失
業
■

題

の

場

合

如

ら

判

斷

し

で

^

ギ

そ

れ

だ̂

そ
れ
程
火
き
な
失
業
問
題
を
感
ぜ
じ
め
る
數
字
で
は
な
い
。
況
ん
や
；^

の
勞
働
カ
調
靈
の
：結

果

^

は
幸
ぬ
し
吒
>
#
戰
值
後
の
失
業
者
數 

は
昭
和
一
ー
十
三
平
の
ー
崽
ま
で
に
愈
激
に
減
少
し
て
了
つ
て

い
る

0
た
だ
し
加
し
そ
：_の
後
再

^

失
業
裳
數
は
漸
增
倾
向
を
M

P

、.
遂
に
木
年 

四
月
に
，は
五
〇
黹
人
に
達
し
て
い
る
。.
そ
し
て
傾
向
と
し
ズ
は
、
最
近
の
こ
め
失
桊
请
«

:

は
應
# :

.レ
も
樂
觀

.を
：許
ざ
な

>
も

め

の

，
ょ

ぅ

'に 

も
み
え
る
。
し
か
し
乍
ら
も
と
も
と
s

〇
m

と
い
ぅ
數
字
比
、
勞
働
カ
人
ロ
中
の
‘
'
雇
用
者
.

ー'.
、1
妄

か
に
そ
れ
の
四
^

に
過
ぎ
な
い
。
失
業
漭
數
が
.こ
の
程
度
に
し
^

達
し
て
^

尨
い

狀

態

贫

ば

、
ー
そ

.れ
欧
未
だ
失
業
間
題
と
.1
,
て
人
々
.の
注 

意
を
强
く
扼
，え
る
の
に
は
確
か
に
惯
い
し
な
い
。
か
く
し
て
職
後
：
_

に
_ま
た
.咋
年
來
■■
'
?失
業
問
題
が
禅
び
か
尊
!)
'
.强
く
人
々
.の
注
意
を 

惹
い
て
い
名
け

れ

ど

も

、

「

勞
働
カ
調
盔」

に
お
け
る
失
業
齋
數
だ
け
で
'は
こ
の
調
莶
に
お
げ
斧
失
觀
乾
と
姥
完
全
失
業
者
如》

^
 

——

ま
だ
失
業
間
®

を
そ
れ
程
重
大
な
も
の
と
す
る
に
傾
い
し
な
p
t
:
 

ー\>
>

^

る
で
あ
ろ
う
。：

.

.

>.

S

1

V

屢
濃
ロ
時
次
郞
翁

-/

人
的
資
源
論
：)

(

限
和
十
六
誉

.一
月
.刊)

;-

へ.

.

:

'

-

c

往
2

〕

 

r

努
俲
カ
調
兹

」

に
お
け
る
失
業
者
と
は
究
金
失
廣
涝
で
ぁ
つ
て
、

‘
；次
歐
の
ょ
.ぅ
：£

限
定
さ
れ
て
：い
る
。
卽

^

、「

調

表

期

間

巾

_

_

每

月

第 

- 

一
H

1I
M

か
ら
始
ま
.
る
一
，迴

間1

適
常
な
仕
琪
が
が

'い
た
め
；、
_

節

的

明

嵌

の

：
た
.
め
.、
.
_又
は
犲
料
、
資
金
、
.
動
か
の
-
不
见
等
.
の
た
め
、
收
入
を

M

IV
J
 

へ
ノ
と
す
る
仕
事
に
少
し
ゃ
從

_

出
滩
々
か
っ
た

.
者
'の
.
中
、
調
杳
期
即
を
通
じ
就

.霞
希
望
時
間
が

1
|
五
時
陳
以
上
の

.
者
を
ぃ
$

.,
'

-
V

'

‘

以
上
簡
取
に
觀
た
よ
う
に
、
わ
が
國
の
完
全
失
業
者
は
な
お
坊
較
的
少
數
^

あ
づ
：て
へ
こ
れ
だ
け
な
：ら
ば
、

.
や
：や#
易

に

彼

等©

.救
濟
策
を
樹
で
る

：

こ
.と
，が
で
卺
、
失

業
I?
'
.
]题

呔
.%
ル
程
重
大
な
も
：の
と
な
り
得
な
い

蒈
で
あ
る

.0

:
し
か
し
問
題
ば
單
純
に
完
全
失
業
考
た

げ
に
あ
る
0
,

で
は
故
^

::
'

む
し
ろ
よ
$

#

く
不
完
全
炎
業
者
或
は
潜
在
失
業
遨
に
か
か
つ
て
>

る
。
し
か
も
彼
等
が
完
全
失
業
苕
で
な
い
.

. 

-
,

.

.

.
-
.■
■
• 

 ̂

t
 

■
 
/
 

. 

/ 

-
. 
.
.
.
-• 

.

.

だ
け
に
、
そ
：の
#:

拒
を
統
計
的
.
忙
明
確
に
摑
む
ヒ
：と
が
11

難
で
あ
.
る
許
り
で
_

は
な
く
、'
彼
等
.

の.
存
布
の
仕
方
.
が

雜

多

で

あ

り

、
.
.
丑

つ

ま

た 

多
分
に
移
爲
で
が
あ
：る
の
：で
、
.

政
策
的
，に
蚀
赚
杧
釾
處
-0

難
い
歌
態
^

が
る
。"
間
題
が
と
か
く
瞹
眯
な
も
：の
ど
さ
札
る
0-
も
こ
の
灸
め 

で

あ

る

が

、

こ

机

が

た

め

に

，一
へ
方

^

は
問
1

輕
視
さ
ぎ
勝
ち
ヒ
な
る
と
同
_

に
、.
：反
隊
：

k

ま
た
他
方
で
は
そ
れ
だ
け
に
問
題
の
：深
刻
'§ 

が
覺
ら
れ：

ね
ば
.
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

.-
,

,
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'
•
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.
 

-
.

V
-
-

'

.. 

.... 

.
, 
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パ
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■
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.

■

■
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:

:

'
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,

■

こ
.；
：
.■
'し
'
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.'
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-

'. 

.

..:
,
,
.■■
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:
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-
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不
完
全
失
業
或
は
潜
布
失
業
が
ど
の
漉
度k

及
ん
で
い
，
る
か
'
t
知
.る
こ
と
が
、
先
す
何
よ
9

も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
ヒ
れ
杧 

先
き
だ
つ
て
、
こ
こ
で
問
遛
の
失
業
煮
と
は
一
體
ど
の
よ
5

故
者
を
指
す
の
か
、
こ
の
.跳
に
つ
い
そ
#
少
の
£.
^

.が
述
'べ
ら
れ
权
ば
な
ら

文
ハ
。
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•
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先
ず
不
{元
金
失
業
溝
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
い
拠
え
れ
ば
.部
分
失
業
者
で
あ
り
、
ま
た
別
の
雋
度
か
ら
い
：え
：ば
'-
>
.そ
ヒ
に
.部
分
就
業
苕

.
も
舍
ま
れ
る
。
失
業
漭
が
い
つ
で
も
文
{子
通
リ
完
金
に
失
業
の
'狀
.態
に
い
'
る
こ
と
は
容
易
の
<:
/

と

で

は

曼
,
彼

等

故

、
_
適

當

な

職

に

再

、び
就
き
得
る
、ま
で
は
、
應
急
的
に
多
少
と
も
に
收
入
を
作
い
、
ま
た
綾
計
上
の
便
{几
が
與
え
ら
れ
：る
な
ら
、
：そ
れ
が
ど
の
：よ
う
な
壮
事
で.

あ
れ
、
匕
れ
に
鍁
こ
う
と
す
る
。
と
の
よ
う
な
狀
態
は
、
こ
れ
を
就
業
時
間
の
上
か
ら
み
る
と
樑
々
で
あ
つ
て
、
’糨
端
に
は
平
汗
、
或
は

の
：全̂

の
：臨
_

籍
へ
：從

_

雇; &

ザ

策

贿

實
_

漏

办

紀1
_

わ
•か
國
失
樂
現
象
の
犄
質
に
つ
い
で
‘ 

’ 

,
 

.

■

五

(

ニ

八

三

)
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三
田
學
钤
雜
誌

’

笫

四

十

看

：
I

號

’
 

/
 

_ 

•
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六

(

ニ
八
四〕

^

©•
.

^
象
^

事
こ
持
遵
^

,_:
に

從

為

.
し*
け

.る

..以
外
に
は
な

.い

..、..
と

1い
；
う.狀
態
か

._
 f:'.

般
に
あ
リ
得
る
か
ち
，で
あ
る

0 

.
但
し
こ
の
何
れ
の
場
へ
ロ
に
お
：い
て
：も

：、

次

入

‘
バ
 ̂

業
# *
の
收
入
に
較
べ
て
少
く
、
と
の
た
め
に
現
に
^
働
紫
が
こ
れ
に
滿
足
し
得
な
い
狀
態
に
あ
る

^

り
、

こ
れ
ら
の
場
合
玄
共
；
下

^

し' 

.
,
•
;
.
.
. 

.'

•
.
.J

. 

... 

.

.
'

.:
; 

:• 

•

.■, 

' 

.

.

.

. 

.... 

.■/
'
/
.
.
.
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'
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-
•
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.. 
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•• 

-

•

金
失
業
、
或
は
部
分
失
業
と
湾
え
ら
れ
て
よ
い
。
な
お
匕
の
よ
う
な
狀
繼
の
.

う
.

ち
、
峙
間
的
に
部
分
先
槊
.

の.
狀
_

に
あ
.

る
も
の
は
、.
ン
と
1

.

.
 

'
を
部
分
就
業
と
い
う
こ
と
が
で

^ ，

る
。
そ
し
て
敢
え
て
い
え
ば
、
•

失
售
を
前
提
と
す
る
部
分
就
業
、
_

ち
こ
の
場
合
は
常
然
轉
ff
i

を
.章
味 

t

る
の
で
あ
る
が
、
犁
に
轉
職
の
場
合
ば
か
り
で̂
-
な
く
、

從
來
通
り
の
仕
琪
し
て
い
る
.

ま
吏
の
肷
態
で
あ
‘

り
な
が
ら
、

或
は
季
節
的 

に
、*
或
は
資
材
、
•

資

金

、
動
カ
等
の
不
足
、
或
は
，ま
た
製
品
市

«

§

廳
觀
件.
の
た
め'
に
、':
部
分
就
業
の
狀

'
■
:■
.
. 

.

.

.

.

.

■:
、
.. 

/ 

、 

： 

' 

- 

> 

. 

' 

. 

V 

'
'
.
. 

. 

■ 

- 

■-.
:

こ
の
よ
う
な
部
分
就
業
を
含
む
不
党
全
失
業
は
、
斷
續
的
に
せ
よ
、
ま
た
持
續
的
に
せ
よ
、
失
業
と
呼
ば
れ
る
に
レ
て
も
、

«

は
句
ら

.
 

:
:

か
の
仕
方
で
す
る
就
業
の
最
態
で
あ
る
。

こ
れ
に
對
し
で

.
無
就
業

.の
狀
態
に
あ
る
：非
勞
働
カ

^
1
1
_

に
も
、
な
.，お
就
翁
を
希
望
し
な
が

. 

' 

. 

. -.

•
.
. 
'

.

、

：
v
 

.

.
:
'
• 

+ 

•.!\ 
•
.-
;

ン

.

.

•

'

.

- 

. 

•••
- 

. 
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•
• 

. 

•

.

ら
、
勞
働
市
場
關
係
の
た
め
に
就
職
し
得
な
い
狀
態
に
い
る
も
の
'

も

あ

る
:°
そ

し

て

こ

の

よ

う

な

狀

態

は

一

般

に

努

働

市

場

關

係

が

惡

化 

す
れ
ば
す
る
だ
け
よ
り
猓
刻
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
つ
て
ノ
從
つ
て
非
勞
.
働
.カ
人
ロ
中
の
就
業
希
霉
者̂
'
:

亦
失
業
を
.

以
つ
、で
考
え
.
. 

ね
ば
な
ら
な
い
で

^
ろ
う
。

ま
た
元
來
は
非
勞
■働
力

.人
口
中
の
も
の
と
も
考
克
ら

^:
る
入
.
々
也
あ
つ
て
、
：.例
え
ば
、
,夫
婦
の
如
を
/
.
學
童 

の
如
き
、
部
分
就
業
の
狀
態
.
に
入
る
も
の
も
あ
る
。
、こ
の

r

•
う
.

に
變
て
來
れ
ば
、
.
，色
名
狀
循
一
を
; #

.え
得
る
.
部
分
豪
を
含
む
不
{元
全 

:

失
業
者
か
ら
非
勞
働
カ
人
口
中
の
就
業
希
望
者
に
至
る
ま
で
、
そ
.

こ
に
は
全V
趣
々
な
る
：狀
' 1

が
^ '
-

り

、
ノ
し
れ
も
こ
^

ら
©

氏

態

は

す

：べ

-
V
. 

- .. 
.. 

■

,
 

•
•■
>
-■
■
■
■ 

... 

'へ
-

'-
.
:■

.
,
-

- 

1
.
ン

■ 

.

:

^
失
業
|

關
速
し
て
_廣
え
ら
九
る
‘し
ソ
ま
.た
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
.な
^

:

蓋
し
完
全
^

1
苕
^

^

£ず
不
齋
全
失
業
氣
に
轉
化
し
、
ま
た 

そ
の
逆a

場
合
も
あ
り
、
さ
ら
に
完
全
就
業
紫
が
不
完
全
失
業
者
に
轉
化
す
る
.

し
、

非
勞
働
カ
人
ロ
中
か
ら
部
分
失
業
潜
が
l̂
fx
る
し
、
，

な
お
皮
等
の
中
に
は
就
a

を
希
望
し
つ
つ
、
適
當
な
職
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、ゝ
.完
金
央
業
盏
と
时
様
に
無
就
業
の
狀
態
に
止
ま
ら 

ざ
.る
を
^

な
ハ
も
6
.も
.あ
.る
。
凡
そ
こ
の
よ
ろ
に
し
て
瓦
に
.關
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ご
れ
ー
ら
め
！i

狀
態
を
一
括

-u
て
、_

_

_
5U
全

.^
業

I
 
-
 

,
 

. 

■
 

*
 
.
 

-
 

. 

* 

■
ハ̂
1
4 

- 

、.

が
顕
在
失
業
で
ぁ
る
の
に
對
し
て——

私
は
と
れ
を
潜
布
失
業
と
呼
ん
で
い
い
と
湾
え
て
い
る
。

，，、

，
 

.

c

独
3

〕

.

「

勞
働
力
調
迩

」

’
で
は
非
勞
働
カ
人

|:
1

を
次
ぎ
の
よ
う
に
限
宛
し
て
い
る
。

01
1

ち
、
就
_

卷
と
.失
業
漭
と
は
介
し
て
勞
働
カ
人
门
を
櫞
成 

し
、̂

の
勞
働
カ
人
ロ

)

に
舍
：ま
れ
^

い
總
で
：の
も
々
を
非
勞
働
カ
人
ロ
と
し
て

.
取
:|
?

扱
う
0

'
ブ
 

•

-

.

へ：
.'-;
'

‘

：老
齡)

^
^

'
.ぐ
：
.
_ .■.パ
c

. 

濟
上
そ
の
.
他
の
.
理
曲
め
た
^
.
.に
働
.‘く
必
要
が
'な
.
.く
.、.
.
ま
た
'#
&

こ
>

 

d

y

調
盗
.期
間
を
通
じ
.
、
：完
全
先
業
者
で
ぁ
？

■:(

甌
4

ン

：美
濃
.
ロ

两

は

響

：つ1::
央
業
を
窗
別
し
：て

.次

.の
が
う
*:

表
示
を
與
え
て

.：̂
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前
揭
ノ
揭
及
著
-
ニ
 U

頁5
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-
.
.
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.

顯
在
失
業
一
-

」

！

炎
旁
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養
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潜
在
失
業
.

.'
:

.,
'

-

:'
:

.

,,-

'
:
、 

. 

'
 

' 

. 

:

:;
、
.
：
.

:

-'

.

■'
.
-,
'

■■
•

'

'

 

‘

=?
:

し
て
|

:

^

ち
朱
就
#
者
の
矣
業

^

つ
い
て
は
、
^

そ

次

ぎ

：の>

う

に

：述

べ̂

れ

.て

い

る.-
°

郎
^
 

が
特
に
多
く
丫
他
方

-
で
は
夫
就
職
着
の
央
業
ギ
颇
る
多
い

^

蘐
し
大
.
JE

九
年
と
昭
和
五
年

©

國
勢
調
查
C6
-

結
果
を
比
.較
し
て
名
明
.か
な
よ
う
に
、
ゎ

V 

が
國
の
失
■業

T

產
^

•
の
蒸
縮
に
'
よ
リ
發
.
生
.し
た
と
い
う
よ

.
り
は
、
.か
レ
ろ
產
業
の
膨
姆
が

.人
口
增
.加
に
#

う
就
業
.

望
^
の
增
加
に
迫
い
つ

き

得

, 

ず
し
^

發
也
し
^

も
の
へ
と
ナ
應
考
え
得
ら
扣
ネ
へ
從
つ
て
か
か

'
る
事
實
.

.
ら
推
し
：て
.
考
え
で
見
や
も
丫
わ

.が
國
の
.，失

業

者

中

に

は

：特

に

未

就

職

考

の

.

•
臾

藥

が

多

ぐ
a：
'

占

め
.
.て

い

ダ
.こ
と
'
:は
.容

易

：
.に
：想

像

じ

得.1
>

れ

る

こ

，，と
.
^

も
、
未
就
職
者

：

.

の
失
樂
貴
は
.
顯
农
的
な
旣
.
就
職
者
の
失
業
跫

.办
5£

倍

乃

，至
：六

倍

ぱ

：達

し

て

い

る

.£

.
と

を

知

：”
#
:
念
 

■

,
.

:,
v>

つ
.
て
，
、

BE
'
就

食

者
®

同
：氏.
著

.
：
’
一

九

丄5

寅 
V

::
.

.

V

 

.

美
濃

ロ
S

こ
こ
マ
朱
就
職
者
の

_

誉

か

な

”
多S

も
？
と
•
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
そ4

は
戰
前

Q

S
調
^

や

他

の

調

'

ベ

ゎ

が

國

失

業

を

の

特

質

に

っ

い
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金 勞 力 34,553,798

就 業 者 38,881,018

失 業 者 671,780

剪職ある失寒者 564,803

前職なき夹粲者 • 106,977
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■
荽
法
の
朱
發
連
の
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部
分
は
已
む
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

I

日
の
f

倒
.
力
S

1

む
ろ
ん
現
布
の
こ
の
麗
は
未
だ
， 

,
分

滿

、足

す

な

い

し

、

特
5

変

業

5

S

て
は

A
J
S

萣

餘

H

期
待
し
得
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
？

れ
と
し
て
ー 

に
ょ
つ
■

て
明
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
も

I

k

入
れ
て
い
え
ば
、
氏
の
主
張
に
賛
同
し
難
い
點
が
多
い
。
卽
ち
そ
こ
で
未

I

s

失
業
と
着 

%

さ
ホ
て
い
る
も
の

Q

な
か
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
家
族
就
業
者
が
多
く
舍
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、

I

に
部
分
就
S

も
か
な
”
嘗
れ
て
い
る 

.

.

.

. 

.
,
”

■
. 

.

.

.

； 

だ
ろ
う
と
も
推
測
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
艰

'
し
て
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
謂
う
未
就
職
荞
の
失
業
は
そ
れ
程

,7
9

8
01
8

78
0

80
3

97
7

:

に
多
く
は
な
“

彦

¥

毛
考
.
量

扣

！

0

- .
^
^

55
2

88
1

37
1

56
4

-

L0
6

い
-
て
み
^

^

'

失

業

者

六

セ.萬
人
冲
前
職
あ
る
者
が
五
六
萬
人
セ
あ
つ

.
て
前
.職
な
$

者

が

；隹

か

：

£

〇
萬
人
に
. 

‘

34
,

38
, 

過
ぎ
な
.
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_
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銃

驚

：廉

歲
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~
昭
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.
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め
希
笔
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辨

ち.
匁
.
が

ら

就

廨

ム

得

な
^

で
い
ー
る
人
が
^
 

一
.殷

H

坐 

-

—

力

者

者

者

'
:
者

:
活
水
準
の
必
ず

f

高
く
な
い
：|

一
國
の
f

口
に
は
、
.

々

し

ろ.
不
可
能
,̂

と
.と
で
ざ
つ
て
、
萬
一
こ
の

I

な 

_ 

,

事
能
^

可
能
性
の
あ
.る
場
合
に
.は
：、‘
.
失
業
：め
苦
痛
、が
大
衆
の
間
に
分

.散
せ
し
め
レ
4
^
^

勞

業

業

城

： 

一

f
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れ
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.
と

考

を

.

4

;

%

,

:'
:

:

v

.

:

f

:
丨

s

 

J

い
も
.

|

瘍

え

な

い

と

同

時

，
に
、

未

就

.職

者

の

失

業'^
直

接

或

は

間

接

全

失

業

と

無

關

保
で̂
 

金

就
.

失

前

：
：
_

,

な
ー
い
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：
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あ
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考

え

ら
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右

に

，
觀

た

よ

ぅ

，
ぼ

.
完
全
炎
業
と

1

: 1
失
業
、
或
は
さ

翁

廣

く

潜
在
先
業
と

'の
間
に
ば
、

.
輕
視
す：

る
こ
；と
の
で
き
な
い
關
連
が
あ

. 

る
と
耋

ら

れ

る
の
で
I

が
，
と
；の
閫
璉
ほ

.む

；ろ

：
ん

氣

全

炎

#

各
 

.そ
し
て 

こ
の

よ
ぅ
な
糊
連
が
か

な

福

_

く

学

る

こ

馨

た

め

に

、
.失

業

問

繫

裳

リ

重

大

な

問

題

と

し
人

々

の
“養

を

强

く

捉

え

る 

よ
5

な

時

與
- K

1

お
い
て
さ
え

1

完
全
失
藥
潜
数
が
必
和
- 1

,
も
多

-く
檢
な
い

.と
い
ぅ
と
と
に
な
る
タ
こ
こ

‘に

わ

が

國

の

.失

業

現

象

の

特

質

が 

あ
る
と
認
.め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

.果
し
て
そ
う
だ
と
す

.れ

ば
-'
'■"
何
软
に
、

^

た
ど
の
^
ぅ
に
し
て
完
金
失
業
が
不
完
全
失
業
に

轉
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
多
少
と
も
に
こ
の
點
が
明
か
に

.さ
れ
る
必
要
が
あ

■る
。 

： 

：
.

こ
の
點
に
•

つ
い
て
は
旣
に
た
と
え
ば
、
美
濃
ロ
氏
は
戰
前
の
狀
態
に
つ
い
て
、

< 

次
ぎ
の
よ
う
に
#

ベ
べ
V
.

る
。
！̂
ち
、「

我
國
.に
於
い
.

て
■

在
的
失
*

の
倾
拘
が
特
re

甚
龙
し
い
の
は
何
故
か
と
5
:

え
ぼ
、
そ
0

篏
4

#

理
由
啟
襄
業
の
經

,
謂
は
ゆ
る
合
理
的
な
資
木
主
義
の
股
則
に
よ
ら
な
い
も
の
が
頗
る
#

く
、
ま
た
そ
れ
に
伴
れ
て
.

家
族
制
度
と
.溫
情
主
養
の
思
猶
と
舡
相
當
-:
,
'

稂
强
く
行
^

机
て
>

る
舉
に
求
め
&

:̂
べ
き
で
あ
.る
と
蒙
う
0

_
:̂
國
勢
調
鸯
の
^;
果
^

^

:
'割

-3
£

分

妹

商

業

ぬ

從

事

し

：ノ
ま
：た
國
民
の

.

.
|へ
割
穴
分
を
^

办
る

芏

業

從

紙

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
綿
の
農
業
及
び
商
業
の
大
部
分
、
小
規
模
の
工
業
等£

:

あ
り
て
は
、'(

爾
は
ゆ
_.
る

潫

族

經

營

：の

_

.

に
■
よ
れ
る
も
の
が
殆
ん
ど
火
部
分
を
成
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
我
が
國
に
於
い
て
失
業
の
へ
^.
在
的
に
な
あ
有
カ 

•
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鹽
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^
戰

截

後:0
_よ
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:
'忙
失
業
保
險
制
度
.の
存
]-
啟
い
時
^
ほ
、
：.失
業
_

は
適
常
の
職
が
見
◊

か
る
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
掛
に
で
も
あ
り
就
こ
う
と
す
る
。
し
か
も
幸
い
re

、
，
如

が

.勝

の

產

業

鞲

造

は

農

業

を

初

', 

め
と
し
て
、
商
業
、
工
業
、
そ
の
，他
の
產
業
部
門
に
互
つ
て
、
' 

1
般
.

に
小
規
模
經
營
が
壓
倒
的
歡
多
_乂
、.
失
業
盏
は
い
づ
.
で
鳥
そ
.

と
で
家
. 

族
從
業
員
と
し
て
、
或
は
ま
た
部
分
就
業
衆
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
可
能
性
を
與
え
ら
れ
て5

る
。
そ
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し
て
：失
業
i

制
度
が
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應
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い
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今
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も
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g

金

受

給

者
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い

て

、
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お

一

般

に

こ

の

よ

う

な

祺

態

の

廣

女

存

ル

て

；い
：；
る
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.
孢
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«

の
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5
^

^

.

い
。
_
ま
た
敢
克
て
い
え
ば
、
た
と
え
失
業
^

^
.

金
の
支
給
を
受
け
る
失
業
紫
で
^

つ
‘

ズ
も
，、
家
庭
的
に
は
家
族
中
の
誰
か
が
多
少
の
仕
^

に
就
く
こ
と
に
よ
.
つ
て
"

1I
L
*

帶
主
の
失
業
に
よ
る
家
計
收
A1

の
不
足
を
補
う
と
す
る
9

か
く
し
て
從
來
は
非
勞
働
カ
人
ロ
に
嵐
す
る
も
の
，

と
せ
ら
れ
た
人
々
を
求
]1

當
た
ら
し
め
、
ま
た
银
タ
に
し
て
と
れ
ら
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の
人
々
を
部
分
就
業
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し
め
る
。
こ
の
よ
チ
な
場
合
が
必
ず
し
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仝 . 產 業 : 86.4 : lOb.0 98.6

農 林 水 產 業 \95；9 100.0 . 126.0

製 造 部 門 ま 3..3 ::: 100.0 85.2

:& 礎 材 ' 50,0 100.0 83.1

泔 m 材 m , i 100.0 89.4

商業金融その他 ^  92.7 100.0 71.5

遝 輸 通 信 業 100.0 103.7
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今
卩
右
な

•お
わ
が
侧
の
勞
働

#

情
に

.關
し
て
、
漶
礎
的
に
茁
木
な
關
係
を
持
っ
の
、か

'
1般
に
農
業

.だ
と
考

X.
-

ら
れ
て
v >
る
が
：、.

-
.失
、業
現
象
の 

现
解
に
お
い
て
も
亦
こ
の
こ
と
は
眞
實

.で
あ
る
。
農
業
は
そ
の
家
族
生

_

的
經
磨

’の
.
‘た
め

.に
、

.

.い
つ
..で

：

も
都
市
の
央
業
者
を
家
族
從
業
费
と
し
て
吸 

バ
收
す
る
: 0
戰
後
昭

_

ニ
十

:'
-
*
1年
.の
國
勢
調
渣
：の
結
报
を
職
蹄
中
並

^
:
戰

.前
の
そ
扣
に
比
較
レ
て
み

.る
と
、
こ
め 

.
卽
ち
、
農
村
へ

^

人
|-
1

の
大
き
な
流

.人
の
た

.め
に

.、.
終

.戰
遛
微
に
は
：ゃ
が
弋

.
數

が

、
へ
そ
扣

.程
忙
な
ら
な
1 /
>
で
濟
み

#

た
。
ゎ

.が
國

.の
農
村
ば
過
刺
人
ロ
問
題

'を
な
ん
と
か
簌
和
す

'-
§

最
も
大
き
女
安
全
辯
の
：：ょ
ぅ
な
役
割
を
演

^

' _ •
離受

き
禀數

初者
囘
受
給.數

:受 ： 
'給 .. 
者 
數

昭和24句V  4 月 29 20 • ' 62
1 5 H 38 30 85
' 6 月 50 35 ’細

. 7 月 67 53 150
8 月 68 63 208
9 n 64 58 :256

1 0ル 66 56 282.
1 1月， 63. 60 322
i2 n 60 59 376

同 2 5平 1 月 67 54 360
2 n 64 54 368
3 n 85 72 403
4 ；j 83 74 383

. 5 月 75 70 415
fe ;] 69 64 410

さ
て
、
次
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
先
業
紫
數
に
つ
い
て
若
干
.
.の
.

考
察
彭
伽
ぇ
，
て

.
置
く
必
耍
が
.

あ
る
。

.
1

, 
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先
き
に
示
し
た
よ
ぅ
に
、r

勞
働
カ
調
聋
J

y

f c

,
よ

れ

ば
 

>

知

年

來.の

わ

：
が

完

全

失

業

者

數

は

大

體

一

一

一

十

數

萬

か

ら

四

十

數

萬

人
の
間
で

ロ
々
變
動
し
て
い
か
。
そ
し
て
こ
の
植
0

統
計
ど
し
て
は
、
.
今

日

と

れ

：
が
.
最

も

信

賴

し

#

る
：も
の
で
あ
る
げ
れ
ど
も
？
-な
お
參
考
の
た
め

.
- 

-
- 

> 

■ 

- 

- 

, 

-- 

- 

■

.■
‘

•

に
別
の
籁
計
を
考
處
し
て
み
る
と
、
.次
.

ぎ
.：

の
'よ
ぅ
で

^

る
：。

.一

つ

は

失

業

保

險

統

計

が

あ

る

が

、
.と
れ
に
よ
れ
ば
、
、昨
年
來
初
囘
受
給
者 

激
が
漸
次
增
加
し
、
從
つ
て
ま
た
保
險
金
受
、着

敫

.も
大
體

.增
，加
の
倾

.：向
女
迪
り
っ
つ
令
日
に
至
つ

.て
い

&

。：
そ

.し
て
今
年
の
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( A ) 就 職 新 の 就 職 徑 . 路 • <

' 1:,， 腿 職 滎  
安宛所 • 論 棚

組合 緣鉍 ：m w a 接, その他

就職者數 202 32 22 1 107 7 ザ : 16 (13；

男 160 ■ 19 14 1 92 6 14 14 (U)

女 42 13 8 0 ；15 ュ 3 2,(1)

備 考 「そ の 他 」 中 诂 弧 內 の 數 字 は 不 丨 j J j の も の の 数 で あ る 。

( B ) 失 業 密 の 徑 路 別 求 職 依 賴 仲 數

\

' 總 數

職 業  

安 定 所

珙 業 所
勞 働  

紐 合

m m 廣 吿 : 虹 接 そ の 他

求 職 依 賴 先 439 244 ■ 31 : ぐ 1 145 8 9 . 1 1

男 . 346 180 28 • X . 1 2 2 .8 . : ' 6  ■ ぐ ‘.:

女 W - 6 4 2 3 0 0

備 考 本 表 は 失 業 中 の 漪 3 4 2 人 、 内 : ^  2 5 5 人 、 女 8 7  に つ い  

て 、 求 職 依 賴 先 を 金 部 集 , ?丨‘し た も の で 知 る 。 從 つ て そ の 總 數  

は 失 業 密 と し 致 し な い 。 ’ . ’

‘ 全 國 公 共 職 業 安 定 所 取 扱 說 計 C堪位萬人)
— -------------- :-------------------     ；_______   .. . i 1

求 人 數 求 職 敷 就 職 數 末 就 職 數

昭和.24:部 7—12月平均 28 86 16 ’ 70
, 同:'....25..印 1 月 37 83 23 61

. 2 n 43 87 J  2 5  ■ 62
3 .月 48 ' ； 88 33 55

, 4  } ] 42 79 31 > 48 •
5  ) 1 42 8 1 31 5 0

6  n 37 - 8 0 2 9 '  5 1

( 備考），本表中の求職莕数に新奴求職者數に常用砰淥件 

數の四分の一を货人员として加え、求人及び就職数、， 

'，.は臨時ロ屑の延づ人艮を;H十分の一•■として、これに....': 
‘常用数を加えて作成したのである。

0 H 0 本 表 は ，口 本 輕 锊 密 國 體 迚 盟 緹 產 業 勞 働 現 勢 ‘報  

丹 （3 )  2 6 货 よ り m 用 す 。
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完 全 失 業 斧 (單 位 千 人 )

合計
丨' 绍 ,

丨…女...

1 人

310 210 ,100
460 240 210

. 380 220 170
4^0 220 210
440 240 200

, 360 240 120
灣 '2 4 0 140

350 220 120
: 令70: 310 160

350 230 120
• ； 330 210 120
, 340 230 120
ダ400 280 120

430 290 、140
.460 290 、 170
>500 31G 190
430 270 160
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れ
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に
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殘
リ
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こ
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て
み
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と
六

*
三
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な
る
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沲
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體

こ
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染
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ぶ
働
力
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意
味
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ょ
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な
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〔備考）、所謂二十四卬度の勞勸經濟旬報K：はこの 

: 表とは違つて、盤理赞施事業場歡と整理人M 
が少丨し< 多數ヌ毛るこhが表示されている。

■(昭和二十四年勞俲經濟の分析日本勞働協 

會 刊 15页參照；） *

調 盗  
事業所

整理赏施 
事業所

盤理前
從業員 整迦人眞

昭和 2 4苹 2 月 218 7,480
' 3 n 359

.； ：
11,635

- ； 4 月 8； 496 <377 56,622 14,95.5

s n 8.907 124,016 27,276

6 月. 8,874 686 ,117,330 32,641

7 n 9,204 1,052 632,620 92,393
8 月 8,858 903 316,525 41,468

' 9 月 8,559 767 258,894 33,796
1 0月 280 '• 489 104,369 21,597

. 1 1 月 8,104 422: 95,624 21,366'
1 2月 ；7,972 465 84,927 17,039

同 、25 :年 1 月 7,611 472 ：71,207 14,908
. 2 月’ 7,596 457 68,316 15,156.

3 n 23,896 649 68,822 22,051
4 j i 22,799 576 59,102 19,689

； ^  n 22,258 453 64,138 18,972
6 月 21,892 366 37,581 13,812

‘ 7 n 22,131 345 49,944 13,258

業
保
險
受
給
當
數
に
は
栂
め
て
明
確
な
:'
-■
 

倾
向
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
取
、
：勞
働
：

力
調
盗
に
お
け
る
完
佥
失
業
紫
數
に
お
，
. 

い
て
も
、增

f

傾

向

だ

け

は

窺

：い
：得

各

。

'.
'

'
:'
'
/ 

特
に
昨
年
の
.
後
序
期
以
後
今̂

に

か

げ
.

が 

て
の
一
牢
間
の
.
動
：き
.
は
、'
.
.前
頁
の
如
く
.
ぺ
,
、
 

や
.
や
明
白
で
あ
るど

.， S

つ
.
て
い
.
.
^
で
あ
'
:'.
/
.
.
:- f
. 

ろ
ぅ
。
そ
こ
で
、
完
全
失
業
考
は
そ
れ
'

「

\

擊
ー 

.
程
多
く
は
な
い
け
れ
ど
.
.も
、
そ
れ
.
の
增
ベ
業

' 

.

加
傾
向
が
明
確
で
あ
る
し
、
な

お

党

全
.

4
 

:
失

業

者€ >
:

周

邊

：に#

數

：
の

^

^

失

業

者

:;
;

''
'.
'
-
- 

が
こ
れ
と
關
連
し
て
存
在
す
る
.

と
考
え
-

/

ら
れ
る
の

で
ハ

こ
の

金
央
業

I

K

現
わ
れ
た
咋
年
來
の
增
加
傾
向
は
決
し
て
輕
視
さ
'
ル
て
被
な
ら
な
い
，で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
ぎ
に
こ
の
點
に
.

つ
い
て
多
少
.
の
こ
と
を
み
て 

遛

き

た

い

，
と

思

‘
う
。

~  

' 

- 

- 

昨
苹
以
來
今
苹
の
前
卬
に
か
け
て
、，
完
全
失
業
^

#

の
漸
增
: M

向
を
m

現
せ
し
め
た
の
■

は
、>

. v
>

う

ま

で

も

な

く

、
.次
ぎ
の
產
業
迤
情
に 

か
か
っ
て
い
る
。
卽
ち
、
周
知
の
ょ
う
に
、

一
昨
年
の
秋
以
來
急
激
に
物
惯
が
安
定
し
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
ィ
ン
フ
，レ
，期
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失業保險受給;羿割合

初 - m 受 狯  
認 宛 件 數

100.0

初 间 受 释 渚 76.9
1 力刀i\受給# 53.1
2 力 jj n // 41.7
3 力 Jj ロ ” 36.4
4 力 Jj|J ” 84.4
5 力刀0 // 33.2*
6 力月n if 33.2
受續• 滿了劣， 33.2

C訪） 職業努定廣報笫

ー 卷 笫 三 號 （木牟四月独） 
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四
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ヨ
殽
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/

こ

I

六

r
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九
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：
、

に
較
べ
れ
ば
、
こ
の
a *

激
な
物
惯
め
安
定
化
は
産
業
的
に
は
確
か
に
デ
フ
レ
的
影
響
を
殘
さ
ざ
る
を
得
な
い
？
そ
し
て
ま
た
报
贸
咋
年
の
. 

.

.初
名
拟
來
、
産

業
. #

に
.
•は

資

金

雛

、
資

材

の

不

足

、
：
寶

行

含

不

振

等

々

の

理

由

の

た

め

に

、
，
企
業
整
備
を

.
餘
儀
な
く
さ
卜
る
も
の
.

の
，數
が 

i r

次
增
il
l

し
、
凡
そ
咋
年
の
七
月
を
山
と
し
- T

、
そ
の
後
も
諸
企
業
如
ら
解
雇
さ
れ
る
も
の
が
か
な
り
あ
^

た
？
，勞

働

省

職

業

^
{
ル
局
努 

詹

请

場

調_

續
' 0

襃

料

忙

觸

マ

：

^

^

; 0

拥
の
：
.

. »

を
み
私
ぱ
前
«

の 

が
記
錄
さ
れ
て
い
石
。
そ
し
て
幸
い
そ
の
後
は
被
解
展
紫
數
は
加
な
り
減
少
し
て
い
る
。’
し
か
し
今
年
に
人
つ
て
か
ら
も
、
大
體
弓
々
一 

.

萬

擻

千

人

，
の

被

解

‘
雇

紫

數

，
の
：
あ

る

の

は

、
：
，
や

は

.

ぶ
注
目
ナ
：- <
.
な
お
，こ
©
勞
働
省
の
調
考 
1

企
業
盤
1

の
1

7

わ
^
た
留 

「て
：：

の
；揚
冷
％
1

錄
し
得
^

い

：る
：
-

で

燦

な

::
:
<:'
>
;

ゼ
^
^
^
^

戮
は
さ

•ら
に
# '
數
で
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
切
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
に
し
て
と
の

^ .
業
整
備
に

^

る
被
解
®
對
の
累
積
が
完 

金
失
業
翁
を
增
加
せ
し
め
た
所
以
で
あ
る
抓
、
し
か
し
ま
た
多
く
の

^

が
#

就

職

し

て

行

つ

た

の

も

很

實

，で

あ

る

。

：

- 

.

.さ
て
、
然
ち
ば
昨
年

.來
の
企
業
雜
備
に
ょ

.る
被
解

©

教
は

.1.
體
ど
め
ょ
ぅ
に
再
就
職
し
て
行

’0 '
た
ヽ
か
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勿

論

、

こ
の

f

關
す
る
全
般
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-

-

-

-
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r
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--̂
-

-

-

-

-

-
ぅ

的
な
調
盗
は
な
い
が
、例
え
ば
失
業
保
險
に
お
け
る
保
險
金
受
給
狀
況
に
つ
い
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の
で
，き
な
い
取
情
を
示
し
て
い
る
と
い
つ
て
い

5

で
あ
-ろ
ぅ
9 

' 

、
 

•

. 

,

c

fr
t

c

o

先
業
保
險
の
受
給
者
の
削
合
の
推
移
は
右
の
ょ
ぅ
で
あ
る
が
、
勞
俲
省
が
昨
苹
十
月
宋
に
行
つ
た
企
業
整
備
に
ょ
る
被
解
歷
者
の
特
別
調
盜 

の
結
娛
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
つ
て
被
斛
屈
莕
の
就
職
狀
況
は
必
ず
し
も
樂
觀
で
き
な
い
。

卽
ち
、
六
力

=
;

後
に
な
お
六
 

一
•

八
^

の
潜
が
未
就
職
の 

.

ま
ま
で
被
つ
て
い

.る
こ
と
が
.と
.
こ
-
に
明
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

0 

:

■ 

:
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へ.蘚

辦

辕
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鎳
.

•

_ 

.ー

结

• 

. 

- 

. 

ニ
.
- 

. 

!

.

.へ.有
の
表
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勞
働
省
勞
働
統
計
調
邀
部
緝
安
定
計
画
下
の
勞
働
經
濟
丨

nH

®
.
一 
十
'四
.
年
勞
働
經
濟
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の
分
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.本

勞

政

協
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刊

〕

一
一
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か 

ら
引
用
.
し
た
.
-も
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で
あ
る
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わ
が
pi

失
業
現
象
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特
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い
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會
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誌
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西
十

a

卷

辩

洱

號
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一
八
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九
六〕

機

. 

さ
ら
に
被
解
腐
者
の
就
職
事
情
に
つ
.

い
て
も
う
ー
つ
注
：2
:

す
べ
ぎ
こ
と
は
、
彼
等
の
就
職
の
方
向
が
ど
こ
で
あ
る
か
と
V

う
こ
と
で
あ 

.
る
。
.

咋
¥

十
月
宋
の
勞
働
将
の
特
別
調
拖
で
は
、
調
丧
對
象
中
の
被
解
屈
者
の
う
ち
就
隞
し
た
も
の
に
つ
：い
て
、
明
か
に
さ
れ
た
_
愤
は 

A
 

:

,

次
ぎ
の
ょ
う
で
あ
る
。.

卽
ち
、.
常
用
扉
用
者
と
し
て
铒
就
職
し
た
先
0

が

最

も

多

く

、
、
七

ー

>

三

^

で

あ

り

ぅ
 

'  

.

熒
務
に.
從

麻

求

る.も

：の

於
一

八

,
三
%

>

&

。
以̂
:

:

小

資

本

：
で

商

エ

1

ぎ

營

じ

ょ5 '
’

と
ナ
る
も..の
と
歸
農
者
が
：各
々
若
子
づ
.
つ

い
る
。

も
と
ょ
タ
こ
の
«:
_

过

調

淹

對

象

者

數

が

僅

小

；で
：お
乃

^

、
：從
.々

れ

を

以

つ
^

た
だ
ち
に
全
：體
を
推
ず
こ
と
は
不
適
當
で
あ
る
。
' し 

.

.

.

.
,

/

か
し
そ
れ
で
4

恐
ら
く
は
：金
體
^

し
'て
も
#

り
得
る
だ
.ろ
う
.と
考
え
ら
：れ

る

倾

向
'

.

- 

.

.

.
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-I-

.. 
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だ
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は
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く
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鼻

て
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な
げ
れ
忧
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と
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，
、
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资
務
者
に
.

轉
じ
て
い
：る
も
の
が1

1

割
近
く
あ
る
こ
.

と
と
、；.
さ

ら

に

少

數

.で

は

み

る
':

1 

,

,

が
歸
農
者
が
あ
る
と
.

と̂

そ
し
て
'&
.:

の
：
兩

者

は

共
^

部

分

就

業

い

：：
い

へ

い

換

え

れ

ば

'-

の
：

謂

錄
.

，け
に
ク
い
て
い
：え
ば
、
被
解

«

者
中
幸

^

に
し
て
苒
就
業

0

狀
態
に
な
づ
た
冬
の
：-
、
再

.

:-'
r
:)

■:
の
う
ち
約
四
分
の

：

1
'

の
：も
の
は
潜
相
失
業
紫
化
し
て
：

V

る
i

い
：う

.と
と
i t
：

'
:
な
る
。
、

と
れ
を

.さ
ら

.に
い
い
換
え
れ
ば
、.

特
k

臨
時

^
.
た
は
日
雇
勞
務

.の
：如

含

は

潜

在

失..

業
化
の
最
も
顯
著
な
現

'わ
れ

.で
^

る
と
い
え

.ょ
ラ
。
そ
匕：

で
と
と
に
順
序
と
し
て:

.

,
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日
屈
勞
務
漭
の
こ
と
に
つ
い

.て
、
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の

し

と

を

述

べ
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か

ね
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男 女

總 敷 %
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(臨時又ハ日谣>
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農 ; 業 
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ぁ
る
が
广
そ
れ
で
も
所
謂
ア
ブ
レ
ぬ
割
合
が
漸
增
し
ロ

兄數とアブレの屈 勞 務 雜

A一日平均 
ア プ レ數

14,377
18,535
20,782

18,470
23,464
22,075

40,998 
53,509 
65,168

90,173
03,921
22,730

35,143

ア ■ 數mm

359,436 
463,368 
519y553

461,759
561,597
551v871

024,942 
；37,736 
丨 29>197

1
,3
,6

2,354,317
2,598,285
'3.068V261

78,563

6

昭和琴4 年

10

11
12
1

‘ 2
3

4
5
6

闾 25

101,494 
, ’ (100) 
127,365
137,775
149,012
167,668

(165)
174-780
—  ,678
230.818 

(227)
286.819
328.819 
376,536

(371)
386,270
410,146
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俲 f丨數 ~9~W
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昭和24牢 5 月 49 1,562
•■ v ••

6 JJ 32 1,469

7 月 •85 ；3,342

8 ；J 174 7,275

9 ；J 107 4,790

10 Jl 5 9 、 1,835

11 n 27 789

12 f 71 5,43&

同 2 5 苹 1 ) i 140 10,695

: 2 n 249、 14,123

V  3』 743 52,322

' 、 列 904 73,158
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あ
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友
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內
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た

0

現
に
.我
々
於
訪
れ
た
際
玄
關
よ
り
見
渡
せ
る
六
こ
于 

l
lf i
lj

#

の
.三
謂
屋
に
は
、
殘
さ
れ

^

主
人

'を
初
め
誰
子
の
グ
ギ
ハ
ギ
さ
，4

た
着
替
が
亂
雜
に
掛
け
ら
れ

.て
い
る
の
み
で
あ
つ
た
0»
現
布
こ
の
一 

家
の
唯
一
め
收
入
は

、
' 主
人
に
よ

.つ
て
稼
が

.れ
る
月
額

.一
、
七
〇

0

圆
..

(

央
業
對
策
事
業
に 

一一一'F
4

k

一.
.度
出
て
も

I

賃
6

と
一
、五
歳
の
長
女
に 

よ
つ
て
儲
け
ら
れ
，
る
約
五
〇

Q

圆
計
ニ
、
ニ
〇0

圓
で
あ
る
？
七
、.

0

00:
圓
支
出
に
對
し
て 

一ー>
一 

〇
〇
圆
の
收
入

S

、
月
々
赤
字
が

.粉
五

、
0
 

0
 

O

S
出
る
諍
で
あ
る
が
、
借
命
と
云
つ
て
も
旣
に
三
九
、
五
〇
〇
圓
あ
リ
、
こ
れ
以
上
貸
手
が
な
い
と
云
う
、
親
戚
と
し
て
は
主
人
の
兄
弟
が
一
一
人
と 

染
の
兄
弟
が
二
人

•あ
る
が
、
そ

€
,難
は
郎
促
局c

T

ゥ
ド
ン

S

S

、
ッ
ク
ダ

.

S
加K

業
と
一
！

<

つ
た
も
の
で

.共
に
子
供
が
^

く

器

に

困

窮
 

し
て
い
る
た
め
拔
助
を
仰
0 '
靜
に
は
行
か
ぬ
と
一

:
<う
0 C

以
下
主
人
に
よ
つ
て
語
ら
れ
た
言
葉
の
一
部
を
そ
の
ま
、
揭
載
す
る〕

|
_
.绝服
を
評
え
る
子
供
の
泣
顏
を
見
.る
と
液
な
.ど
ニ
鹏
も
出
來
な
い
®
食
い
度
い
盛
り
の
子
供
に
滿
足
に
食
わ
す
こ
.と
の
出
來
な
い
の
は

私

に

甲
_

 

饨
が
な
い
か
ら
だ
。
叔
は
子
供
の
時
、
常
々
ハ
ス
親
か
ら「

3E
直
に
し
る
^

J

 

.

と
敎
え
ら
れ
た
が
、.現
胙
で
は
父
親
を
僧
ん
で
い
る
。
先
の
见
通
し

も
な
く
、：ン
i

.

の
'
;一
片
、
.
十

ぼ

位

办

就

勞

：

.

(

失
對
事
業
>

で
：.
は
眞
綿
：で
前

^

絞
め
ら
れ
て
'
死
.ぬ
ょ
^

:
な
も
の
.
だ
。
私
の
-唯
一
の
希
望
は
精
一
秣
働
い 

て
子
供
に
滿
足
に
食
わ
し
て
や

”

度
い
だ
け
だ
。
坐
沽
が
出
來
る
の
な
ら
、
ど
ん
な
勞
働
で
も
す

る
よ」

 

、
 

語
ら
れ
る
主
人
の
宵
葉
に
は
、
榮
憨
失
詉
の
た
め
か
、
奈
く
沽
氣
が
な
か
っ
た
。

(

そ
の
ニ)

〇
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ひ
，：
め
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.
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帶

の

榴

成

:

顧

柄
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長
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男
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男
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，
次

女

'

三

：'

■男
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-

四
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男

C

三
九歲
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u
s
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八
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四
歲
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學
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,
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等
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無
.

.

•
小
卒
广
：

詠
小

> 1
«

_
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;
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等：小卒

.
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. 

辱
小
布
擧

.中

..

こ
の
缸
述
は
次
功
と
長
女
の
語
つ
た
ど
と
を
拖
礎
に
筆
奍
の
印
象
を
認
し
次
も
の
で
あ
る
。

,

C

ィ
リ
.
家
族
の
就
業
狀
況 

'

.

. 

•  

"

.

父
と
は
ニ
邮
前
に
離
別
し
て
い
る
。
父
は
も
と
土
雄
负
請
人
夫
で
あ
っ

‘た
が
，仕
事
が
俎
わ
し
く
な
く
な
る
に
つ
れ
仲
||
1
1と
賭
协
酒
飲
に
耽
リ
果
て 

は
家
财
衣
類
を
资
却
し
遂
に
離
別
す
る
，に
至
っ
た

,0

パ
你
は
主
人
と
離
別
後
附
近
の
瓦
斯
僉
社
の
常
桥
と
な
リ
一
牢
牛
前
に
そ
こ
を
馘
前
さ
队
て
か
ら
は
魚
貝
妞
の
行
商

'を
や
リ
昭
.和
ニ
ぃ
观
苹
十
ニ
ヵ 

初
如
ょ
り
市
の
失
業
效
濟
歌
業
に
出
て

V

る
0.
失
業
救
濟
4 V
業
の
就
業

H

數
は
一
力
パ
：个
均

 

一
ニ

=
1前
後
で
あ

-
5 '
。
 

畏
男
は
玢
ん
ど
讶
に
近
い
が
瞵
人
の
恩
怙
に
賴
リ
パ
ヶ
ッ
负
只
颊
の
行
商
を
や
っ
七
い
る
。

.

： 

,
次
扔
は
農
繁
期
に
は
出
稼
ぎ

<

行
き
家
に
あ
つ
，て
は
只
の
採
集
义
は
央
業
救
濟
辦
業
に
母
の
出
な
い
折
に
出
て
い
る
。

•

わ
が
阈
失
業
現
象
の
特
質
に
っ
い
て 

，

.

，

、
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長
女
，は
母
、
次
邛
が
救
濟
事
業
に

^'
.
な
い
時
に
働
き
に
行
，き
、
乂
热
只
の
採
集
を
や
っ

P

い
る
。

斯
拨
に
失
業
救

1

業
は
一
世
帶
に
ニ
人
と
い
う
割
常
て
な
の
で
三
'人
が
こ
の
仕

^

に
す
が
9

っ
い
て
い
る
布
榇
で
あ
る

。

■ 

次
女
は
商
田
邨
の
某
農
家
に

,̂

丛
み
家
^

の
苹
傅
を
し
て
屈
り
、
契
約
は
唯
食
べ
さ
せ

.
て
贳
い
衣
如
を
芷
ガ
又
ぽ
盆
に
縫
っ

.
て
贳
う
'と
い
う
丈
で 

耠
激
は
敕
っ
て
い
な
い

0
- 

\ 

. 

, 

, 

:
 . 

'

-; 

三
切
は
布
^

屮
で
，1
;男
も
殆
ん
ど
官
に
近
く

1遊
ん
で
い
る

0

■'
>
•

'

-

家
は
四
凝i

間
の
借
肫
で
あ
リ
一
〇
ゾ
ッ
ト

S

灯

i

灯
で
珩
は
淑
リ
、
薇
、
0
*
窓
等
も
蓣
れ
來
て

.修
理

.不
能

0

狀
態X

あ
リ
、

.
^
_

場
'

便
，
 

所
、
娆
遨
の
く
ぎ
り
ば
な
い
。
父
こ
，の
家
は
川

’水
を
利
川
し
て

-い
る
の
で
衞
生
上
極
め
て
：惡
く
、
じ
め
じ
め
レ

.た
'小
路
に

6

し
め
：き

.合
：う家
並
の
プ 

师
な
の
で
家
は
薄
擗
' <
:恶
奧
に
椹
え
ら
れ
な
い
除

#

な
棼
阴
氣
に
究
ち
て
い
た
。

-

i, 

.
 

.
 

V 

■

C
O

、
生

沽̂
;
轉

、

‘ 

•

.•'
'
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:

.

,
.
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.

.

.

.

:

、

'

:■'
•

-

,

.

: 

，、
家

の

企

财

成

は

祖

本

な

机

"

饿
笱
、
蚊
帳
、
水
瓶
各
一
、
鍋
薬
各
一
、
バ
ヶ

.
ッ
棚
闺
各
ニ
、
茶
碗
セ
、
.

ゥ
、ド
、ノ

*
孤

、

馬

鈴

罄

ノ

味

咐

、

薪

若

千 

.
で
依
箱
の
屮
は
结
で

.
唯
次
男
が
出
稼
に
行
っ
た
昕
御
禮
に

^

っ
た
と
い
う
乾
敕
が

.

一
枚
あ
る
ぎ
り

e

あ
る
0

T

度
#

•

食
!̂
■

で
一
一
一
人

^
■

う
ど
ん
を
，輕
く 

游
碗
に

I

一
 

は
い
食
べ
て
終
及
で
あ
っ
た

0

玉
人
の
服
嫂
は
っ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
楂
襖
を
輯
う
て
攸
リ
飞
こ
の
^

は
ど
う
じ
て
寒
さ
を
狡
ぐ
の
で
あ
ろ 

丨
ヴ
か
不
M

H

に
思
わ
れ
た
。 

.
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»
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•

失
業
救
濟
哄
業
ょ
リ
の
收
人
は
一
、
八
〇

o

fn
!

前
後
で
そ
の
他
の
家
族
收
入
束
合
、し

.て

.
も
配
給
品
を
と
る
に
足
ら
な
い
ス
敦
舉
は

-家
族
の
そ
の

n 

の
僅
か
、な
收
入
で
質

~

え

る

だ
け
の
配
給
M
tl
l
r

を
と
ら
て
す
ま
兮
と
い
う
布
様

t

缺
食
が
常
觀
で
あ
るV

缺
食
の
時
は
隣
人
の
，些
事
を
賴
ま
れ
も
し
な
い 

の
b

や
ら
し
て
贳
い
、

ー
食
た
べ
さ
せ
て
贳
う
と
い
う
狀
況
で
あ
ふ

”
.

-

v

^

-

.

v

-

:

,

'

.

'■
.- 

钗
”

喰
い
の
對
象
も
な
く
、
惜
炎
も
耽
に
多
額
に
上
っ
て
い
る
の
で
貸
手
も
な
く
生
沿
：保
談
法
の
適
用
も
な
ぐ
全
く
そ
5 0
=
:
の
風
ま
か
せ
と
い
う 

郭
- b

'
ぶ
り
で
あ

^

、
家
も

N

屮
は
誰
も

.
い

.な

.い
,0
誰
が
何
處
に
行
り

.

.て
，何
時
頌
傭

.っ
て
來
る
か

%

わ
か
ち
ず
母
も

*

I  

0
間

.前
5

^
を
留
守
に
し
た
き

'. 

V

歸
っ
て

.來
な
卜
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
畏
女
の
働
き
门
を
探
し
に
田
舍
を
賴
み

#

い
で
：い
る
が
で
あ
ろ
タ

-か
0
.
. 

,
.
ン

;
^
^

賴
っ
て
ゆ

‘け
る
親
戚
も
な
く
唯
劭
の
お
母
さ
ん
が
或
る
岛
で

-漁
業
を
し
て
い
る
が
、

.全
然
突
淡
は
な
い
と
い
う

0 

. 

別
れ
る
に
當
っ
て
の
次
男
の
言
槊
を
そ
の
儆
記
せ
ば 

' 

,

,

飞f

何處でもよいんな

1 1
:
事
で
も
よ
い
、
唯
俲
い
て
腹

1
秣
食

1

た
い」

と
'(
>
7 ,
_

:

.

-
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.
V 

.
,
'
.
,

fm

盛
な
る
勤
勞
愆
慾
と
働
き
得
る
體
力
を

'
も
ち
な
が
ら
滿
た

*
さ
れ
な
い
こ
の
人
達
は
ど
ん
方
道
を
，步
ゅ
ん
で
行
ぐ
の
で
あ
み
う
如
ひ

\
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-

日
雇
徵
務
盏
の
！
？
加
傾
向
は
"

前
述
の
よ
う
に
必
然
的
と
い
つ
て
い
い
よ
う
な
狀
態
で
、
彼
等
め
就
勞
日

.

を

低

下

し

.
、
そ
の
部
分
失

'
業
狀
態
を
益
々
明
白
な
も
の
と
す
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な

n
质
勞
務
袁
の
菘
在
と
そ
の
增
加
傾
向
と
は
、
.
常
然
に
ま
た
と
こ

へ
#:
化
ず

• 

■
.
 

ン

. 

-
-

-
-
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 ̂

- 

- 

- 

.

■:
■.■.
-

.

.

.

.

る
こ
と
を
擇
ぶ
と
と
ろ
の
1

こ
れ
1

り
は
よ
り
劣
惡
な
狀
態
に
あ
る
部
分
失
業
、
或
は
潜
相
失
業
の
狀
態
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
、

へ
主
 

5

V

 

.
 

- 

-‘，
 

, 

.  

.

と
も
老
え
ら
れ
%

い
い
換
え
れ
ば
、
-
町
厢
熒
務
苕
の
增
加
の
可
能
性
は
、
彼
等
を
含
む
ざ
ら
.に
多
數
の
#

在
失
業
者
の
5

る
こ
と
を
前

-
■ 

:
 

, 

!

.

提
と
し
て
初
め
て
よ
く
现
解
さ
れ
得
る
と
い
つ
て
い
い
。X-

然
ら
ば
次
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
の
問
題
は
ノ
こ
の
潜
在
失
業
者
が
ど
の
よ
う
な
形

，態
で
、
し
か
も
ど
の
程
度
に
存
冼
し
て
い
る
か
t

確
め
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
殘
念
教
こ
.ゼ
に
'は

"

こ

の

問

題

を

郎

刻

,cl
れ
を
朋
確
に

し
得
る
よ
テ
な
統
計
も
な
い
の
で
、
何
人
も
こ
れ
、に
對
し
て
は
一
つ
の
榷
計
を
款
み
る
以
外
：に
は
途
な
し
で
あ
ろ
う

。

,
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詐
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こ
の
點
に
つ
い
て

.
は
、
先
き
の
詫

14

,中
に
指
摘
し
た
小
田
原
公
共
職
業
安
宛
所
の
調
查
が
か
な
リ
與
味
深
く
事
態
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で 

.,
菇
非
锁
漭
の
ー
敏
を
乞
い
た
い
上
思
つ

.

て
い
る
。
な
お
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
麓
勞
務
者
の
生
活
實
態
を
調
棄
す
札
ば
、
い
つ
.で
も
多
少
と
も 
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^

舉
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朋
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和
.
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.
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マ
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け
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參
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前
述
の
よ
う
に
"

今
わ
れ
わ
れ
の
場
合
に
は
潜
布
失
業
者
に
つ
い
ズ
铷
る
べ
き
適
常
な
統
計
が
な
い
の
で
、
こ
の
缺
點
を
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少
補
う
た 

一■

^

.:
"
.昨
¥.
屮
1
ニ
丹
_

總
理
-

統

寫

赘
_

月
々
：€>
勞
働
为
靈
^

»,
衢
し
"
^
.太
^

.

我
が
國
失
業
现
象
の
特
贺

M

つ'
い
て
， 

' 

' 
、

. 

'

、
'

戶

！

(

三Q

九〕



態
の
一
ー
一
點
に

.

つ
い
て
臨
時
調
奄
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
十
-:
.

月
に
た
だ
1

陴

行

办

れ

た

，だ

，

で

あ

久

，
ま

允

と

'-
0

毺
の
名
の
と
し
て
は
最
：

初
の
試
み
で
も
あ
づ
た
(D
-
で
、
必
ず
し
も
木
來
の
目
的
に
從
つ
て
、
潜
在
失
業
の
實
情
を
_

低
に
.示
し
#

た
わ
げ
で
は
*

い
。
，し
か
し
そ

■
3

5
5

)
.

:

-,.

れ
に
し
て
も

"

多
少
興
味
の
あ

'る
結
课
も
現
わ
れ
て
い

k

の
で
、
そ
の 

一
、
ニ
の
^
の

.を

.：匕
こ
忙
取
リ
祺
し

.て
置
き
た
い

0

.そ
の
ー
つ

は
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職

希

望

者

數

で

あ

る

ボ

調

盗

結

课

ヤ

は

就

業

齋

の

^

六
^

に

常

竺

ロ

八

萬

人

が

轉

璐

を

希

望

し

て

:
?き
參
取
意
外
の
感
あ
る
雄
實
%

短
峙
間
就
業
潇
に
轉
職
浠
遛
者
が
.多
い
の
ヤ
は
：な

く
1

週
1

^
峙
間
以
上
就
業
し
_て
'い
る
も
0

の
間
. 

に

も

、

か
な
り
の
：醫

希

望

者

が

：
い
.る
ど
ど

呀

あ

る

0:
'
そ
し
で.
.こ
.の

結

果

か

ら

判

篇

ず

れ

咲

：
^

截
畤
間
數
が
長
短
に
ぽ 

1

般
に
略
々
六̂
に

近

い

人>

%

@

を̂
希
望
し
て̂
る

：
と

み

，
て

い

5
:;
°

と
と
み
艾
：、
：と
の
轉
業
希
望
者
の
齓
て
が
勿
論
直
ち
祀
潜
祛
失 

業
^

で
あ
る
と
ほ
斷
じ
難
い
'
.の
：で
あ
る
が
.、.
.
%
.
の
轉
業
希
^

©

の
仕
事
.、の
，收
入
が
.
f

い
か
ら」

，と
い
う
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の
大
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分
と
ゆ
潜
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失
業
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で
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次
ぎ
'
:に

右

の

轉

業

希

望

め

外

、
：
ー
生
活
凇
態
：虞
關
し
て
行
办
れ
：た

:

が

不

楚
.U
セ

お

り

、
：：

.

.

.そ
の
：う
ち
一
t

s
六
萬
#

帶

が

家

計

上

收

：人
本
足
の
：程
度

.が
1:ー
五̂

以
上
に
71
ギ
^

る
。
そ
レ
て
と
わ
ょ
う
な
收
入 

'
_T>
足
の
11
帶
で
は
恐
ち
_:<
は
色
.
.ク
|な
部
望
と
努
カ
が
1|
1
帶

員

の

間

に

'
現

^ ，

れ
る
'で
あ
'5

:5
が
/>
.
先
.，^.
1»
帶
主
が
就
業
者
で
t>
.る
な

ば̂

、 

據
11
1

身
が
造
加
就
業
を
希
望
ず
る
.か 
> 
或
：は
^

f

を
希
望
す
る
：加
す
.る
.：で
.あ
5

5'
:し
、
向
時M

ま
た
別
に
il
l：
帶
員
の
鱗
か
.が
家
.計
補
充
.の
：
 

た
め
の
就
業
を
希
望
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
假
り
に
束
た
世
帶
主
が
失
業
客
で
あ
る
場
合
に
は
、
彼
は
む
ろ
ん
の
こ
と

わ
が

.國
央
業
親
象
の

•特
質

•に
-つ
い
て 
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パ
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——
場

：：

l

就業時間別，扔女別，轉職希望者數 c單位千人)

就業時 I t 數
總 數 m -が.

女

M業荞 轉 職  
希望尜 比嗽 就燊教 轉 職  

命紫啬
比率

就寒者!1 紫翳
神

櫸 ぐ 數 36,910 2,180
%

,5 ‘ 9 22,070 1,540
%

7.0
-* . •. 
14.890

，■ I 
' .630

%
4.2

0 時如 390
196

5.1 200 20 10.0 、 190 10 5.3
1〜 19 // 3,420 5.7 1,120 90 8.0 2.290 1.00 4,4

20 〜 34 A 4,780 310 6.5 2,020 ；180 8;9 2,780 ノ 130 4.7
35 〜 48 a ’ 13,330 770 5.7 8,200 泛560; 6.3 5,140 2X0 4.1
49>修 】以上 15.020 890| 5.9 10,530 700r M 4,500 • 19°|

443

* •. ■. "'> ■ '，. . . . *  ..
收 支 狀 況' -. . • •

抵• 帶 數 ，( 取 位 千 ） 百丨分比

總 數 農 業 非農業 總 數 農 業 非農業
ぐ ■ ' ■

總 ' y 數 . 
收入が支出をまかな 
うに売分

»
16,910： 5,190 
7,110，; 2,450

1 %  
11,720； 100,0
4,660| 42.0

%
100.0
47.2

%
100.0
39.7

收割 
入合 
不 
足
の

1〜24 %  

25 〜49 %  
50〜74 %  
75 % 以上

6,230| 1,810 
2,350 680 

720| 180 
490； 60

4;420j 36r9 
1,670 13.9 

540 4.3 
430丨 2.9

34.9
13.1
3.5
1.2

37.6
14.4
4.6
3.7

( 課） 比傘は，轉職希望者々就業巷に對:する比を示すダ 

ヴ 理 曲 別  > 轉 職 希 、 就 業 者 數 《 位千A )

现 广 曲 別 /
. パ . . ：' ン ：. . •

•  ■  M 者 數 L m ■分 比

魏 、數 男 女 總 数 男 女

前 : ン 數 2,180 .1,540 630
：.： %  
ハ 100

%  
100-;

%
100

今の你事が-丄時的ぜか.ら 770 . 540 230 , 35.3 35.1 36.5

今の仕事の收入が:少いから 740 590 240 38.5 38:3. 38.1
以前に從事した仕事に戾 
V た い か ら :、 ; 240 :200 40

.•
11.0 13.0 6i4

今の仕镇•の.場所が遠いから• 50 30, 20 2.2 3,2

そ へ の ..V .. :他 ； 290
、 1

:180 100 13.0 11.7 15.8

. 農 非 農 別 , 收 吏 狀 況

nfa :
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泣加就樂潘邊數 c取位千人)

昭相 2 4牢 8 JJ 2,690

n  n 2,040

fnj 25 印 2 . )\ 2,890

- 3 n 2,690

/ 4. ；J 2,890

5 ；J 2,280

籍
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：讀

ぐ®

一
同
：時
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帶
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め

_

顏

就

業
^

®

ず
^

せ
■

が
：■
ザ
■

:̂
_

¥

^

$ハ
萬
弛
帶
中
0
^

を
希
蜇
し
て
お
り
、
ま
だ
现
に
部
分
就
業
の
狀
態
で
就
業
し
て
い
る
と
假
定
，し
て
み
れ
ば
こ
こ
に
約
一
八
〇
菸
人
の
就
業
希
盟
漭
の
あ
る 

と
と
が
考
え
ら
れ
る
。

‘
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'

.

.ス
ぬ
：の
^

う
、に
し
て
、'
收
ス
木
：足
0
,囊

に

知

ホ

る

：：と
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；就
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漸

望

款

士

部

分

就
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者
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.
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と
を
：合.せ
て
.、
*

體

：m

o

o

ん̂
井
り
の
潜
拒
失
業
者
が
^
る
:̂

推
测
％
タ
と
す
れ
ぼ
ャ

恐
ら
く
は
こ
れ
は
そ
ん
な
に
過
大
評
惯
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
こ
の
.よ
う
：な
評
顧
を
.明
確
に
基
練
づ
‘け
、
る
別
の
.方
法
を
持
ち
合
せ

0

L

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

な

い

が

、.例
え
.ば
.「

終
働
力
調
木*'
.中

：
猶

加

就

業

希

望
*

^
の
紘
計
を
み
.：る
と
次
ぎ
の
通
り

針

2,
6

2,
0

28
9

,
26
9

,
28
,

2,
2

で
ぁ
っ
て
.，
大
體
爲
々
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o

o
萬
.
t

u
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p

萬
足
ら
ず
の
人
々
；
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刀
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刀

月

、

に
み
え
る
.

。：：果
し
て
.

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
右
の
推
測
の
.

よ
う
に
、

^
の
狀
態
を
轉
業
希
望 

，
觀 

8

^
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3

 

4

 

5

 

■

，、
希

.年
：
:.
,
P
 

V > 

.

'家
族
中
.の
就
業
希
望
者
と
、
さ
ら
.に
家
族
員
中
の
部
分
就
業
者
と
に
分
け
、.
.且
つ
，こ
：れ

を

合

計

.

-

V
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•
.

:
[M
別
；
.
へ
25「

.-'
し
て
潜
在
失
業
者
數
を
大
體
：H

d

o萬
許
り
と
推
定
す
る
こ
.と
は
必
ず
し
も
不
當
で
は
な
い
よ

同

;:
.

.

K

I

V
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:

:

'
.う
^

思
わ
瓜
る
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の

「

勞
働
力
調
畓

」

小
に
は
、
非
勞
働
カ
入
ロ
を
理
曲
別
に
分
颊
し
た

.統
計
が
あ
_
る
が
、
こ
.
_の
う
ち
.特
に
求
職
沽
動
は
し
で
い
な

.
い
け
1 

れ
ど
，も
、
就
業
を
希
望
す
る
も
の
が
常
に

.數

十

..萬

人

•ぃ

る

0 

.そ
し
て
..と

.の

數

字

を

傭

単

に

祖

加

就

業

希

雙

者

の

數

字

と

合

計

し

：て

み

.る

ど

、

1

ー
五
0
 

茁
か
ら

： 1
1
0
0

茁
位
の
浒
Y1

-:失
樂
密
の
根
布
が
想
像
で
き
る
こ
と
と

i

^
°

. 

' 

,

:

‘

■

、

な
お
こ
、

で
本

牢
五
.
月
の
逍
加
就
業
希
黛
考
づ
ー
八
离
の
扔
女
別
、
農
非
農
别
統
計
を
引
瓜
す
る
と
次
ぎ
の
通
り
で
ぁ
り
：て
、
そ
の
半
敫
が
跬
林 

•
業
以
外
の
毋
女
就
業
渚
で
あ
る
こ
と
は
、
非
農
杯
業
部
而
に
お
け
る

M

川
狀
態
が
必
ず
し
も
樂
觀
を
許
さ
な
い

£'
4

を
意
味
す
る
も
の
，と

'考
え
ら
.

非勞働力入ロホ非 求 職 の • 

就華希望’者 （眾位千A ) .

ン昭和24•年 5 }} 750

6 ；] 440

h 390

. 8 jj 510

V * 9 n 390

1 0ル 340

i i 月 260

12 n : 2 3 0

同 25卬 1 ) { 460

2 JJ 430 :

3 月. 510

: 4 Jj 450

5 月 340

總 数 轉 . 非農林業

合 針 2,280 750 1；530

1,560 380 1,170

女 720 ； 360 360

れ
、
失
業
間
題
の

.
灼
度
.か
ら
似
->
_
そ

れ

故

に

こ

れ

'
ば 

1
=

つ
.
の
叫.超
を
合
ん
だ
數
.字
で
ぁ
る
と
い
わ
ね
ば
な 

，ら
ぬ
で
ぁ
る
ん
。
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に
お
.
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わ
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國
の
潜
在
失
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數
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少
く
と
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与
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思
わ
れ
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と
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 ぅ

'
^
ら

に

理

由
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.
A
:う
は
、
わ
が
農
村
人
口
に
：つ
v
 ̂

.
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■
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i

l
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で
特
に
.そ
..れ
程
强
く
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取
.
.り
あ
げ
て
.こ
れ
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考
處
し
.て
.い： .

取
い
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^
^
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常

，
非

'
.

推
測
が
假
り
杞
認
ぬ
ら
れ
る
と
ず
る
と
い
わ
が
國
P

失

業

狀

態

，
は

？

最

近

に

お

い

，
て

漸

く

.完

全

，
失

業
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；
.：

業.

I

l

l

——
:
(

' 

丨

..
 

.

.

.就

；.
，業

.

50
80
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五
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离
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ら
ず
で
あ
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に
、
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れ
以
外
に
：そ

れ

 ̂

杯
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3
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.考
え
ら
れ
、
兩
紫
を

.合
せ
：て

-
.ー
五
〇
與
乃
至
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
で
あ
ろ
ぅ
と
も
漪
え
ら
れ
る
。
じ
か
し
：
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ね
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い
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で
.も
な
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右
の
潜
在
炎
業
當
數
呔
ど
容
ま
で
も
.
一

：

つ
推
測
に
過
ぎ
な
い
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の
で
あ
り
、
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1

し
か
も
充
分
人
々
を

.納
得
せ
し
め
る
に
足
る
だ
け
の
极
據
を
持
つ
た
推
計
で
あ
る
と
も
い
え
な
い
が
、
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ヒ
れ
纪
以
つ
て
称
，が
こ
こ
で
確
言
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
正
に
次
ぎ
の
點
で
あ
る
。
卽
ち
、

‘

'
跸

H

贝
’
女 

へ
こ
ま
論
れ
わ
れ
疫
:̂
つ
輿
先
か
何
ょ
也
も
大
事
於
匕
と
は
、ゾ
潜
在
失
業
諸
楚 

：

ン：

合

''

わ
が
國
央
業
现
象
の
特
熨
に

.
つ
，い
て
■ 
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〇
〇
黹
で
ぢ
る
加
を
確
中
ぺ
す
る
こ
と

.で
は
な
く
し
て
、
比
較
的
少
數
の

{元
全
失
業
射
の
花
布
を
め

-ぐ
っ
て
、
そ
の
周
邊
に
幾
倍
か
の
部
分 

. ^
業

_

#(
^

、
ザ
さ
6 >
;

£

^
の

外

邏

に

，あ

名

非

勞

傲

カ

人

ロ

％

^

、
就
勞

.の
機
會
が
何
ら

.か
の
形
で
提
供
さ
れ
る
な
ら
い
っ
で
も
齧
ん
で

. 

就
業
を
欲
す
る
人
々
が
こ
れ
ま
た
泊
货
數
い
る
と

.

5
.

う
.；

j

と

こ

の

よ

，
う

な

狀

態

_こ
そ
が
認
識
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る

0

そ

し

て

ど

こ

に

と 

.
そ

正

长
.わ
が

_

の
失
業
現
象
の
特
質
が
認
め
ら
れ
る

.
0
.で
'あ
る

.が
フ

$
 

即
ち
、 

わ

が

の

失

業

現
#

は
、
比
較
的
少
數
の
完
全
失
業
者
を
中
核
と

.；し

.て
、
現
象
的
に
は
そ

0

色

調

を

少

し

づ

っ

'薄

め

な

が

ら

失

業

が

大

衆 

.的
に
波
紋
を
畫5

'

て

擴

大
; b
て
行
っ
て
い

.る
。
ハ
占
い
う
狀
態
に

^

る
と
い
っ
て
い
い

.で
ぁ
ろ
う
。
そ

.し
て
ビ
の
よ
う
な
免
業
の
波
及
が
、 

決
定
的
な
失
業
對
浓
の
缺
如
と
、
人
デ
の
問
に
お
け
る
家
族
主
義
的
生
活
に
よ
る
相
互
扶
助

>

耐
乏
の
'傾
向
と
の
相
五
關
連
の
上
で
可
能 

と
せ
ら
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
狀
態

&

實

銀

狀

態

に

，お

け

る
.，失

舞

の

必

然

的

な

争

あ
'る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。 

:

さ
て
、

_
'わ
が
國
の
失
業
現
象
の
特
質
が
右
, ^
よ
ケ

&

も
の
で
あ

.る
と
す
る
と
、』

 

完
全
失
業
と
部
分
失
業
、
或 

.は
嘧
知
完
佥
失
業
と
潜
相
失
業
が
、.
動
態

.的

.に
せ

.ど

.の
よ
う
に
關
連
し
っ
っ

.變

化

す

：る̂

^

を
量
例
：に
確
我
る
こ
と
が
重
要
忆
し
て
興

^
 

の
あ
る
課
題
と
な
る

.で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
い
い
換
え
れ
ば
丫
完
全
失
業
と
潜
在
失
業
と
は
金
く
平
れ
し
て
變
他
す
る
も
の
で 

あ
る
加
、
そ
れ
と
も
宪
金
失
業
は
常
に
潜
布
化
：の
倾
向
$ :

:
-强
.く
持
っ
て
い
る
と
考
：え
ら

.れ
る

.の
で
、
兩
笤
が
假
り
に
平
行
し
で
變
化
す
る 

に
し
て
も

、
.そ
の
增
減
の
程
度
が
兩
者
に
お
い
て
相
違
し
は
し
な
い
で
あ
$
う
か
。
も
し
相
違
す
る
と
す
れ

*は
、
そ
れ
は

い
つ
、
ゼ
の
よ 

う
な
狀
態
の
下
で
そ
れ
が
可
能
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か

0

凡
そ
こ
れ
ら

.の
點
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ち
ぬ
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は

私
は
职
に
こ
の
よ
う
な
問
題
だ
け
を
敁
後

ic
か
か
げ
て

.、
餘
り
多
く
こ
の
問
題
に
深
入
り
し
得
な
か
っ
た
の
は
洵
，に
、殘
念
で

■あ
る
が
、
こ

.
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-

れ
が
失
業
問
題
に
多
少
と
も
關
心
を
持
っ
人
々
，の
間
で
究
明
す
べ
き
.共
通
.の
.

課
題
と
な
る
な
ら
、

こ
の
；，際
私
は
こ
れ
.
で
充
分
滿
足
で
あ

:
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業
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本

質
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關

す

る
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|
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見

解
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保
障
制
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議
俞
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昭
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.©
年
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_,
^
^

,
へ
こ
れ
を
典
體
依
，
體
系
化
す
る
社
會
保
隙
藤
駆
綱
作
成
'の
.た
め
委
貧
會
乞
設
け
た
：が
、
さ

ひ
f

貞
會
が
法
.る
六
韻「
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會
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度
硏
究
試
案
耍
綱」

を
作
成
し
た
。
今
後
こ
<0
.試
案
を
_

礎
と
し
：て
委
員
會
や
總
會
で
審
議
が
行
沁
れ
る
と
思
う
が
、'
社

'#
保

隙

制
 

度
確
立
に
ば
廣
汎
に
し
て
複
雜
m

火
な
諸
問
題
が
合
ま
：れ
て
い
.る
こ
と
は
^

う
ま
で
も
愈
い
。
私
は
_
こ
..匕
で
社
會
保
障
制
蹈
に
含
ま

れ
る
社
會
推
業
關
係
の
叫
)®
を
考
f

s

麗
ど
し
、て
、：：社
會
集
業
の
本
質
に
つ

い

て

、

蒞
予
.の
者
察
.を
加
ぇ
.；て
み
た
いi

思
う
9

.•':.

.
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*

と
い
う
の
は
、
こ
の
點
に
つ
い
.て
ま
だ
.十
分
杧
論
議
が
|
|:'
;
<§
れ
た
>.
は
見
ぇ
ず
、
從
.つ
.
て
.：こ
ヒ
'に
私
の
求
熟
な
考
ぇ
を
述
べ
る
匕

と
も
觚
意
味
で
な
v>
と
思
う
か
ら
で
ぁ
る
。

' 

. 

,

' 

.

t 

.

- 

■
■
■
■
■
■

•
 

-••
• 

-
- 

'

' 

.

.

■

〖

：
|

囊
と
は
何
か 

•

、

.

•
: 

.

.

.■

. .V

 

.

.

.

. 

; 

.

.

. 

: 

.

.

.

. 

.
:

■
.
.-
.
: 

.■
■.•: 

.

:政
_
_識

藥

蜂

：1
:般
.に
應
1

^
救
濟
*

業
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壳
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れ
：;て
：居

る

タ̂̂

を
れ
に
し
て
▲

し
く
I

い
。
然
I

释

素

と

は

如
M

l

も
の
か
。

丨
こ
れ
は
赏
の
と
こ
ろ
綷
易
に
解
答
し
娜
い
問
題
で
ぁ
る
。
個
々
の
社
#

雄
業
施
設
に
つ
い
て
見
る
と
、
社
會
祺
囉
と
い
5

€1
稱
を
揭
げ 

-
社
會
_

業
の
本
锊
に
關
す
る
ニ
っ
の
-见
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